
京都市教職員組合 6 月学年別教育研究集会
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講演『現代の教師間題』
久冨 善 之 さ ん（一橋大学名誉教授・雑誌「教育」編集妻鼻）

講演者紹介 …教育社会挙が専門。『競争の教育』（旬報社）『学校 文化 という磁場』（柏書房）『現在

の子 どもがわかる本』（学事出版）『教員文化の 日本的特性』（多賀 出版）『教師の専門性 とアイデン

ディティー』（頸草書房）な ど著書多数。この 3 月 に採用 3 ケ月で 自殺 した教師の「公務災害申請」。

弁護士、、遺族 、研究者、青年教師の声を編み、『新採教師はなぜ追 いつめ られたか一苦悩 と挫折か

ら希望 と再生を求めて－』（高文研）を編集 出版。その中の一節。「いまの状況は 『教師たちがこれ

ほど苦 しんで いる 』 こ とがす で に社 会 問題 で あ り、 これ を何 とか しな い と、 日本 の学 校 教 育 の明 日

はな い、 とい うは どひ どい状 況 だ と言 えよ う」

6 月 2 6 日（土 ）
全体会：午前10 時～12 時

学年別分科会：午後1時～4時

中 小 企 業 会 館（酉大虹 粂下がる）
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京都市教育委員会が主催する「メンタルt」フ レッシュセ ミナー」で、臨床心理士

の鳴岩伸生氏は、「教職員の疲弊の原因」を六つ指摘しています。①休憩時間のな

い職務 ②子どもと関係の薄い文書の横行 ③ トップダウンが横行し方針決定に

かかわれない ④地域や保護者への気遣い ⑤育っていない子どもの指導 ⑥自

己責任と しての「協働」 どうですか ？思い当たることばか りなのではないで し

ょうか。 2 0 1 0 年度の 6 月学年部教育研究集会は、この現代の教師間題に焦点

牢芦てます。全体会は、こ伊香『新寧朝員はなぜ追いつめうれたのか』（高文研）

を編集・執筆・出版した一橋大学名誉教授で、雑誌「教育」編集委員でもある久

富善之さんの講演を中叫 こ行います。午後の分科会では、具体的な生活指導や弓垂

化の指導、子どもの見方の実践幸時 はもちろん、「追いつめられている」実態につ
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k さて も語り合いましょう0 校務多忙の時期です机 ぜひ今からご予定＜ ださい0
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